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論文審査の結果の要旨 

 

1. 研究目的の評価 
本研究は癌の脳転移に関するメカニズムの一端を解明しようとしたも

ので、目的は十分に妥当である。 

 

2. 研究手法に関する評価 
研究成果を左右する種々の標本選択バイアスを同一症例の癌原発巣組

織および脳転移組織の検討を含み免疫組織学的検討を加える事などによ

り除外するように計画され、免疫組織学的評価法にも labeling index を

用い客観的評価を試みている。更に種々の統計学的解析法で解析を加え

るなど研究手法も妥当である。 

 

3. 解析・考察の評価 
上記研究手法で解析した結果、癌の脳転移においてはＥ―カドヘリン

の再発現が重要な要素の一つである事を明らかにし、今後の転移性脳腫

瘍研究への進展が大いに期待される。 

 

 

以上のように本論文は転移性脳腫瘍における分子基盤の解明に貢献する

ところが大であり、審査委員会は全員一致で博士（医学）の学位に値す

るものと判断した。 
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